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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成23年1月27日(2011.1.27)

【公開番号】特開2009-139414(P2009-139414A)
【公開日】平成21年6月25日(2009.6.25)
【年通号数】公開・登録公報2009-025
【出願番号】特願2007-312484(P2007-312484)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｆ   1/133    (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/35     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/18     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｆ   1/133   ５８０　
   Ｇ０９Ｆ   9/35    　　　　
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３６２　
   Ｇ０３Ｂ  17/18    　　　Ｚ
   Ｇ０２Ｆ   1/133   ５３５　
   Ｇ０２Ｆ   1/1335  ５２０　
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成22年12月2日(2010.12.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外光を利用して情報の表示を行う第１の表示状態と、機器内部の照明光源を利用して情
報の表示を行う第２の表示状態を切り換え可能な液晶表示手段と、
　前記液晶表示手段が前記第１の表示状態であるか前記第２の表示状態であるかを識別す
る識別アイコンを前記情報と共に、前記第１の表示状態と前記第２の表示状態とで前記液
晶表示手段の同じ位置に表示する制御手段であって、前記液晶表示手段の前記第１の表示
状態における表示色の確認又は調整が行われる場合は、前記液晶表示手段に対し前記第１
の表示状態による表示と前記第２の表示状態による表示をそれぞれ一定時間交互に表示す
る制御手段と、を備えることを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記液晶表示手段は、
　情報の表示を行う液晶表示部材と、
　前記液晶表示部材の裏面側に配置され、光線を照射する照明手段と、
　前記液晶表示部材と前記照明手段との間に配置され、前記液晶表示部材の表面から入射
した外光による光線を反射する反射状態と、前記照明手段から照射された光線を透過して
前記液晶表示部材に入射させる透過状態とに切り換え可能な反射制御部材と、を備えるこ
とを特徴とする請求項１記載の電子機器。
【請求項３】
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　前記識別アイコンを、前記第１の表示状態と前記第２の表示状態で異なる種類の記号と
複数の色から構成し、前記識別アイコンを構成する複数の色は、赤、緑、青、白を含む色
から選択されることを特徴とする請求項１記載の電子機器。
【請求項４】
　撮影画像を前記液晶表示手段に表示する機能を有するカメラであることを特徴とする請
求項１～３のいずれかに記載の電子機器。
【請求項５】
　撮影画像を前記液晶表示手段に表示する機能を有すると共に、被写体観察時と撮影時と
において同一の撮影レンズを介して入射した光線を可動ミラーにより光路変更を行う機能
を有する一眼レフカメラであることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の電子機
器。
【請求項６】
　外光を利用して情報の表示を行う第１の表示状態と、照明を利用して情報の表示を行う
第２の表示状態を切り換え可能な液晶表示手段の表示制御方法において、
　前記液晶表示手段が前記第１の表示状態であるか前記第２の表示状態であるかを識別す
る識別アイコンを前記情報と共に、前記第１の表示状態と前記第２の表示状態とで前記液
晶表示手段の同じ位置に表示する制御ステップであって、前記液晶表示手段の前記第１の
表示状態における表示色の確認又は調整が行われる場合は、前記液晶表示手段に対し前記
第１の表示状態による表示と前記第２の表示状態による表示をそれぞれ一定時間交互に表
示する制御ステップ、を有することを特徴とする表示制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　上述の目的を達成するために、本発明は、外光を利用して情報の表示を行う第１の表示
状態と、機器内部の照明光源を利用して情報の表示を行う第２の表示状態を切り換え可能
な液晶表示手段と、前記液晶表示手段が前記第１の表示状態であるか前記第２の表示状態
であるかを識別する識別アイコンを前記情報と共に、前記第１の表示状態と前記第２の表
示状態とで前記液晶表示手段の同じ位置に表示する制御手段であって、前記液晶表示手段
の前記第１の表示状態における表示色の確認又は調整が行われる場合は、前記液晶表示手
段に対し前記第１の表示状態による表示と前記第２の表示状態による表示をそれぞれ一定
時間交互に表示する制御手段と、を備えることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明によれば、液晶表示手段が第１の表示状態であるか第２の表示状態であるかを識
別する識別アイコンを情報と共に、第１の表示状態と第２の表示状態とで液晶表示手段の
同じ位置に表示する。更に、液晶表示手段の第１の表示状態における表示色の確認又は調
整が行われる場合は、液晶表示手段に対し第１の表示状態による表示と第２の表示状態に
よる表示をそれぞれ一定時間交互に表示する。これにより、液晶表示手段の現在の表示状
態が第１の表示状態か第２の表示状態かを簡単に識別することが可能となり、更に、表示
色の状態を確認することが可能となる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　設定変更部材８の操作により上記のような設定を行っている場合は、液晶表示部５は図
３に示すような撮影情報表示状態となっている。撮影情報表示状態は、シャッタ速度、絞
り値、感度（ISO）、撮影モード（シャッタ優先、絞り優先、プログラム等）、測光方式
、ホワイトバランス設定、撮影枚数等を表示する状態である。撮影情報表示状態では、表
示情報は文字やアイコンを使った表示となる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６９】
　識別アイコン１３ａを構成する１３ａＲ、１３ａＧ、１３ａＢ、１３ａＷは、それぞれ
赤、緑、青、白に色付けされたテストパターンである（図面では灰色の濃淡及び白色無地
で示す）。本実施の形態ではテストパターンの色を４種類としているが、効果的に色合わ
せができるようになっていればテストパターンの色の種類は任意である。また、本実施の
形態ではテストパターンの色を赤、緑、青、白としているが、色の組み合わせは任意であ
る。即ち、識別アイコン１３ａ、１３ｂの各々のテストパターンを構成する複数の色は、
赤、緑、青、白を含む各種の色の群から任意に選択することも可能である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　識別アイコン１３はテストパターンの色付けがなされているので、使用者がテストパタ
ーンを見れば液晶表示部５に現在表示されている色が正しい色であるかどうかを簡単に認
識することができる。液晶表示部５の表示色に問題がある場合は識別アイコン１３の色も
おかしく、撮影画像の色に問題がない場合は識別アイコン１３の色は正しい色となってい
るということである。
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